
「無線通信の発展」と聞いて、みなさんは何をイメージされますか？
携帯電話、パソコン、ゲーム機、家電、⾃動⾞、健康管理器具とあらゆるものが浮かぶと思います。

携帯電話を例にとると、昔は２⾊画⾯で圏外になりやすく、着信⾳も単⾳だったのが、
今では途切れることなく通話ができ、⾼画質な写真・動画の撮影が可能となり、

多種多⽤な機能を有した移動通信端末へと進化を遂げていることにお気づき頂けると思います。

進化を経るにあたり、技術改良や新技術導⼊は必須ですが、
その際守らなくてはならないルールが存在します。

消防無線や救急無線を妨害したり、他の無線機器に混信するおそれを回避するためのルールです。
そのルールは電波法/電気通信事業法に定められており、技術基準と呼ばれています。

私たちDSPRは、市場に出る製品が、技術基準に合致しているかを確認するための測定と審査を⾏い、
合致していれば認証及び技適マークの発⾏を⾏うということを主な業務としております。

このインターンシップでは、DSPRの業務がどのように皆さんの⽣活に関わっているかを知り、
無線通信業界で働くとはどのようなものかを実感して頂けるものと思います。

2016年度 インターンシップスケジュール
期間 ： 8/26（⽊）〜 9/2（⾦） 受け⼊れ ： 学⽣1名

＊＊次ページでは昨年度のインターンシップのスケジュール表を掲載しています＊＊

ご質問等ございましたら、お気軽にご連絡ください。 (代表電話)078-940-0377 担当：広瀬
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2016年度 インターンシップ



2015年度 スケジュール表
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8⽉21⽇ 8⽉24⽇ 8⽉25⽇ 8⽉26⽇ 8⽉27⽇ 8⽉28⽇

10：00-12：00
・オリエンテーション

10：00-13：00
・業務補助

10：00-12：00
・実習

10：00-11：00
・実習

10：00-11：30
・業務補助

10：00-11：15
・個別ワーク

11：00-13：00
・業務補助 11：15-12：00

・課題プレゼン発表/講評11：30-12：00
・実習

12：00-13：00
・業務補助

12：00-13：00
・業務補助

12：00-13：00
・業務補助

12：00-13：00
・業務補助

13：00-14：00
お昼休憩

13：00-14：00
お昼休憩

13：00-14：00
お昼休憩

13：00-14：00
お昼休憩

13：00-14：00
お昼休憩

13：00-14：00
お昼休憩

14：00-16：00
・実習

14：00-14：30
・フリータイム

14：00-14：30
・フリータイム

14：00-14：30
・業務補助

14：00-15：30
・個別ワーク

14：00-15：00
・個別ワーク

14：30-16：00
・講座

14：30-16：00
・実習

14：30-16：00
・講座 15：00-18：00

・実習15：30-17：00
・業務補助

16：00-18：00
・個別ワーク

16：00-18：00
・個別ワーク

16：00-18：00
・個別ワーク

16：00-18：00
・個別ワーク 17：00-17：30

・実習

17：30-18：00
・個別ワーク



2015年度 インターンシップ感想

©DSP Research Inc.

普段の学⽣⽣活ではなかなか
触れることのできないことをたくさ
んさせていただきました。会社とい
うことでもっと堅いイメージがありま
したが、皆さんとても明るくてイ
メージが変わりました。
実際に英語会議に出席させて
いただいてビジネス英会話を⽣
で体験することが出来たのでとて
も勉強になりました。
⾃分に何が⾜りないのかを⾒つ
めなおすことが出来たので、本当
にいい経験でした。
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三つ得られたものがあります。
⼀つ⽬は、今まで漠然としか
持っていなかった「会社」のイメー
ジが、実務の経験、社員の⽅と
の接触、会議への参加を通して、
はっきりと鮮明になりました。
⼆つ⽬は、実際に会社の⼀員
として七⽇間勤務することで「将
来ほんとに⾃分がしたい仕事は
何なのか？」という問いに対して
の答えの材料が⾒つかりました。
三つ⽬は、マナー講座(挨拶/
名刺/電話/メール編)を⾏ってく
ださり、実際にそれらを活⽤する
機会をもらえて、会社の業務だ
けでなく、社会⼈として要求され
るマナーについても学べました。
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